
広島市立図書館

　「文化のシンボル誕生　広島市中央図書館が開館式」。これは、50
年前の新聞記事の見出しです。当時の山田節男広島市長は、昭和46
年（1971年）3月の市議会本会議で、国際平和文化都市にふさわしい
新図書館の建設を進めたい意向を表明しました。それから約3年後の
昭和49年（1974年）10月27日、浅野図書館から館名を中央図書館に
改称し基町に開館しました。
　開館時のパンフレットに山田市長の言葉が記されています。「この
新しい図書館は、過去50年のながい歳月にわたり、卒業証書のない
自己学習の場として貢献してまいりました旧浅野図書館の伝統を受け
継ぎ、さらに現代社会の要請に応える「魅力ある図書館」「利用価値
の高い図書館」として新生するために、様々な工夫をこらしました。」
　基町で開館して50年間、時代の変化に伴い、図書館に求められる
役割は多様化しました。それに応じて、蔵書や図書館サービスの充実、
館内の整備を進めてきました。当初約10万冊だった蔵書数は、10年

後には約45万冊に、令和5年度
（2023年度）3月末には約115万
冊に大幅に増加しました。館内には、国際資料室、対面朗読室、自由
閲覧室Ｂや広島文学資料室を順次開設し、「ビジネス支援情報コー
ナー」「闘病記コーナー」「多文化コーナー」「広島 3 大プロコーナー」、

「高校生のための職業ハッケン!!コーナー」なども設置しました。また、
「ビジネス相談会」や「認知症ブックカフェ」などの事業を実施し、市
民の方々の課題解決支援に取り組んでいます。
　当時、全国の公共図書館の中でも最大級とされた展示ホールでは、

「浅野文庫」「広島文学資料」「被爆体験の継承」など、様々なテーマ
で所蔵資料を紹介する企画展を開催してきました。節目となる今秋は、
記念の企画展「図書館と基町のこれまでとこれから」を開催します。
　50年前に整地された土地には樹々が育ち、図書館は四季折々の風
景に囲まれるようになりました。真っ白だった建物も、年月を経て年
季を感じる外観となりました。中央図書館は、令和8年度（2026年度）
に広島駅前のエールエールＡ館に移転しますが、引き続き「魅力ある
図書館」「利用価値の高い図書館」であり続けるよう取り組みます。

中央図書館基町移転開館50周年

現在の外観　南側

開館当時の外観　北側　

現在の外観　北側

建築中の図書館（右下）
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図書館司書がおすすめするこの１冊 「図書館」

移動図書館車「ともはと号」 60周年

児童書 

『ローズの小さな図書館』

キンバリー・ウィリス・
ホルト／作
谷口　由美子／訳
徳間書店　2013年

　1939年、14歳のローズは、読書が好きで作家
になる夢がありました。ルイジアナ州の町に移り
住むと、家族のために17歳と偽り移動図書館バス
のドライバーとして働き始めます。車に360冊の
本を積み、司書と一緒に絵本や小説、料理の本な
どを紹介して、借りに来た人たちと心躍る出会い
をします。
　ローズの物語から始まり、その息子、孫、ひ孫
まで、少年少女が本や図書館に親しみながら暮ら
す姿を描きます。『大地』（パール・バック作）、『ハ
リー・ポッターと賢者の石』（J・K・ローリング作）
など、各時代で話題の本が家族の人生にどう影響
を与えてきたかを楽しめる作品です。

一般書

『100万回死んだねこ
 覚え違いタイトル集』

福井県立図書館／編著
講談社　2021年

　『下町のロボット』『蚊にピアス』『100万回死
んだねこ』。これって、ある本のタイトルに似て
いませんか？
　福井県立図書館が、覚え違いやうろ覚えのタイ
トルから本を探し出した90の相談事例をまとめま
した。左のページに覚え違いの質問が書かれ、ペー
ジをめくると司書の回答と本の紹介コメントなど
が載っています。
　「見たことある」「こんな勘違いするよね」といっ
た「覚え違いあるある」が盛りだくさんです。正し
いタイトルが何なのか、クイズのように楽しんで
みませんか。

　図書館への来館が困難な方へ本を届ける移動
図書館車「ともはと号」は、昭和39年（1964年）
11月５日に巡回を開始し、今年で60周年を迎
えます。当初は１台で毎月市内37か所を巡回、
合併による市域の拡大に合わせて徐々に台数や
巡回先を増やし、昭和53年（1978年）には３台・
79か所になりました。さらに安佐北区図書館、
安佐南区図書館、佐伯区図書館にも配備（一部
移管）しましたが、区図書館や公民館図書室が
整備されたことから、平成５年（1993年）に中
央図書館に集約しました。
　60周年の節目に当たり、改めて利用者の皆様
と巡回を支えていただいたボランティアの皆様
に感謝申し上げます。


